
「ユーザーアンケート  2019」

BSサミット事業協同組合

最高のサービスを提供するために

実施報告書
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総合満足度　100点満点評価
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④0.5%

①
27.0%

②
57.6%

⑤1.1%

⑥0.3%
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⑤0.5%

①
51.3%②

32.9%

⑧4.0%
⑦0.5%

　2019年度のアンケートの回収枚数は5,003枚でした。総合満足度80点以上は92.6％、次回利用
意向の「必ず」「可能なら」は84.6％で、2019年度も高い評価をいただきました。お客様の自動車へ
の価値観も多様化する中、損害保険会社様や修理工場への期待も、年々高いものになっています。
つまりは毎年、同じことをしていては、満足度が下がるということになります。社会環境の変化や保険
案件の示談交渉の長期化など、お客様と向き合う際の難しさも出てまいりました。だからこそ、継続
して社員教育やＣＳについて社内で話合うことも重要となってきます。どうかこのユーザーアンケート
実施報告書の活用を切に願います。

全体結果　まとめ
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2019年度
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④0.5%

①
27.0%

②
57.6%

⑤1.1%

⑥0.3%
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⑦0.4%

①

②

③

④

⑥

⑦

⑤

⑧

①

②

③

④

⑤

2019年度

満　足①

やや満足②

やや不満③

不　満④

ールセンターやQ. 損害保険会社のコ
事故担当者の対応はいかがでしたか？

④1.9%
③5.0%

①
73.1%

②
20.1%

※「無回答」の数値は除外しております。

2019年度

満　足①

やや満足②

やや不満③

不　満④

⑤ 無回答

Q. 従業員の挨拶・接客態度はいかがでしたか？

④0.2%
③0.9%
②9.4%
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⑤0.8%
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品であるため、有事の際には、お客

様の期待が非常に大きい商品です。

我々ＢＳサミット組合員は、保険

会社様と協力し、お客様に安心して

いただける対応と、お客様の期待を

上回るサービスを提供することが重

要です。

保険会社様の対応につきましては

93.1％と前年の満足度92.7％から0.

4％上回る結果となりました。自動

車保険とは、お客様が保険を購入し

た際にサービス提供を受ける商品で

はなく、平均の事故率から勘案する

と10年に一度しか使うことがない商

教育訓練が必要不可欠となります。

次の特性としては、「消滅性」が

あり、一度行ったお客様対応は、サ

ービス提供と同時に消滅しますので

取り返すことが出来ません。「真実

の瞬間」という本にあるように、お

客様はその企業に接する瞬間にその

企業のサービス全体に対する良し悪

しを評価してしまいます。言葉遣

い、笑顔、接客態度など、基本を徹

底し、お客様に対応を行うことが重

要です。

接客態度の満足度は98.1％と前年

97.8％を若干ながら上回ることが出

来ました。我々ＢＳサミット組合員

は車体整備業ですが、技術系サービ

ス業に分類されます。

サービス業の特性として、「変動

性」があり、対応するスタッフによ

って品質が変動する傾向がありま

す。ですから、品質の安定化には、

お客様対応の標準化と、スタッフの

2019年度のアンケートの回収枚数は5003

枚でした。総合満足度80点以上は92.6％、

次回利用意向の「必ず」「可能なら」は8

4.6％で、2019年度も高い評価をいただき

ました。

お客様の自動車への価値観も多様化する

中、損害保険会社様や修理工場への期待

も、年々高いものになっています。つまり

は毎年、同じことをしていては、満足度が

下がるということになります。社会環境の

変化や保険案件の示談交渉の長期化など、

お客様と向き合う際の難しさも出てまいり

ました。だからこそ、継続して社員教育や

ＣＳについて社内で話合うことも重要とな

ってきます。どうかこのユーザーアンケー

ト実施報告書の活用を切に願います。

「ユーザーアンケート2019」
実施報告書

フロント教育委員会では、ＢＳサミット組合員工場における修理や接客対応の現

状を把握し、今後のサービス向上の参考にすることを目的として、毎年ユーザーア

ンケートを実施しています。また、その結果を報告書として開示することにより、

各組合員の接客対応の見直しや、損害保険会社様との情報共有に活用しています。

今号のＢＳサミットニュースでは、2019年度（2019年５月～2020年４月末まで）

に回収したアンケート結果を集計した報告書より一部を抜粋しご紹介致します。よ

り良いサービスを提供するための参考情報として、お役立てください。

(

１)

総
合
満
足
度
と
次
回
利
用
意
向
に
つ
い
て

(２)損害保険会社様の対応(３)接客態度について



満　足①

やや満足②

やや不満③

不　満④

⑤ 説明なし

⑥

Q. 修理内容のご説明はいかがでしたか？
2019年度

②
13.5%

④0.2%

①
83.9%

⑥1.3%③0.9%
⑤0.2%

無回答

満　足①

やや満足②

やや不満③

不　満④

⑤

Q. お約束の日時までに
修理は完了いたしましたか？

2019年度

④0.6%
⑤1.1%③2.4%

①
83.3%

 ②
12.6%

無回答

2019年度 Q. 代車をご利用の場合、
代車の状態はいかがでしたか？

④1.9%

①
65.3%

②
19.3%

⑤7.4%

③6.1%

※「利用なし」も無回答としてカウント
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⑤ 無回答

満　足①

やや満足②

やや不満③

不　満④

⑤

Q. お車の完成度・修理品質についての総合評価は？
2019年度

④0.3%

①
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無回答
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私
た
ち
が
想
像
す
ら
出
来
な
か

っ
た
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
、
新
し
い
生
活
様
式
が
求
め

ら
れ
る
な
か
、
あ
ら
た
め
て
Ｃ

Ｓ
と
は
何
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
価
値
観
が

１
８
０
度
変
化
す
る
こ
と
も
珍

し
く
な
く
、
ま
さ
に
真
価
が
問

わ
れ
る
１
年
と
な
る
こ

と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
例
え
ば
マ
ス
ク
ひ

と
つ
と
っ
て
も
、
従
来

は
マ
ス
ク
を
着
用
し
て

の
接
客
は
考
え
ら
れ
な

い
こ
と
で
し
た
。
し
か

し
こ
の
１
年
で
そ
の
価

値
観
は
１
８
０
度
変
わ

り
、
マ
ス
ク
を
し
な
い

で
接
客
す
る
こ
と
の
方

が
ユ
ー
ザ
ー
の
評
価
を

落
と
す
よ
う
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

Ｃ
Ｓ
を
常
識
や
ル
ー
テ

ィ
ン
と
捉
え
て
い
て
は

不
十
分
で
あ
り
、
「
お

客
様
の
気
持
ち
に
寄
り

添
う
」
と
い
う
本
質
が

問
わ
れ
る
節
目
の
年
と

な
る
で
し
ょ
う
。

Ｂ
Ｓ
サ
ミ
ッ
ト
は
今

後
も
、
フ
ロ
ン
ト
教
育
委
員
会

を
中
心
に
損
害
保
険
会
社
様
と

の
強
い
連
携
で
お
客
様
の
満
足

度
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
は
、
２
０
１
９
年
度
も

前
年
同
様
に
概
ね
高
評
価
を
頂

け
ま
し
た
こ
と
、
損
害

保
険
会
社
様
及
び
組
合

員
工
場
ス
タ
ッ
フ
の
方

々
に
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
し
か
し
一
方
で
、

ま
だ
１
０
０
点
満
点
で

は
な
く
厳
し
い
ご
指
摘

が
存
在
す
る
こ
と
は
、

真
摯
に
受
け
止
め
改
善

し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ど
ん
な
に
良
い
設
備
が

あ
り
、
高
い
修
理
技
術

を
持
っ
て
い
て
も
、
た

っ
た
１
回
の
フ
ロ
ン
ト

対
応
に
よ
っ
て
会
社
全

体
の
評
価
を
落
と
す
こ

と
に
繋
が
り
兼
ね
ま
せ

ん
。
経
営
者
の
皆
様
に

は
、
フ
ロ
ン
ト
マ
ン
の

役
割
、
存
在
意
義
を
正

し
く
認
識
し
、
更
な
る

高
い
評
価
を
得
ら
れ
る
よ
う
社

内
教
育
の
推
進
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
、
こ
の
「
ユ
ー
ザ
ー
ア
ン
ケ

ー
ト
２
０
１
９

実
施
報
告

書
」
を
ま
と
め
て
お
り
ま
す
。

り組みが満足度向上に繋がっている

と思います。

我々が提供する車体整備は専門性

が高く、お客様は修理内容を理解す

ることが難しいという意識を持ち、

専門用語を極力排除しつつ、品質の

裏付けとなるエビデンスをしっかり

と説明していくことが重要になりま

す。

修理説明は、97.4％と前年の89.8

％を大きく上回る事ができました。

以前から行っているＢＳフロントマ

ン研修では、修理説明時に様々なツ

ールを使っている組合員の事例の共

有化や、フロントの説明スキル向上

教育に力を入れており、これらの取

また、最新車種においてはエーミ

ングが必要になり、ディーラーなど

に外注に出した場合、先方の都合で

お客様と約束した納期が前後するこ

ともあります。我々は、ディーラー

などの外注先の都合に納期を左右さ

れないためにも、エーミングの内製

化、特定整備認証の取得を進め、お

客様との納期を遵守する社内体制を

構築することが重要です。

「約束した日時までに修理が完了

しましたか？」については、95.9％

と前年を0.6％上回ることが出来ま

した。車体整備は修理期間が長期に

なる場合も多く、部品調達やその他

の理由で事前にお伝えした概算の納

期が変動する事も考えられますの

で、中間連絡をしっかり行うことが

重要になります。

因となっています。

しかし、車を扱うプロとして、お

客様への配慮をしっかりと行うこと

で満足度を上げることは可能です。

引き渡し時に車両説明をしっかり行

うこと、洗車、車内清掃をしっかり

行うことで不満要素を減らすことが

出来ます。更には、車内の除菌を行

い、新型コロナウイルスへの対応を

説明し、お客様に安心して乗ってい

ただく配慮も今後は重要になりま

す。

代車の状態については、84.6％と

前年の78.96％を大きく上回ること

が出来ました。しかし、他の設問と

比較すると依然として満足度が低い

項目となっています。お客様が普段

乗っている車と同じタイプの代車を

提供できることや、新車を提供する

ことが理想ですが、現実的には難し

く、普段乗り慣れない代車になって

しまうことが満足度を上げにくい要

のではなく、品質を担保できる作業

を行うことが必要です。

これからも最新車種が次々に投入

されて来ますが、修理書や手順に沿

った修理、工程間の検査、出庫前の

検査、また、その記録を残すこと

で、お客様が安心、安全にお乗りい

ただける修理サービスを提供するこ

とが重要です。

修理品質については、97.6％と前

年の97.5％同様、非常に高い評価を

頂いています。車体整備という性質

上、破損していた外観が修理され戻

ってくるわけですから、基本的には

満足度が高くなりますが、我々修理

事業者は外観だけ整っていればよい

(５)約束日時について (４)修理説明について

(６)代車状態について(７)修理品質について

ユ
ー
ザ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
２
０
１
９

総
括

フ
ロ
ン
ト
教
育
委
員
会

奥
谷

丈
輝

委
員
長

居
心
地
よ
く
入
り
や
す
い
空
間

が
Ｃ
Ｓ
向
上
に
繋
が
る

コロナ禍においてあらためて

ＣＳとは何かを考えさせられる

２０２０年(令和２年)１１月３０日 （2）第45号



理事長コラム理事長コラム
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｢

車
体
整
備
記
録
簿｣

行
な
っ
た
鈑
金
作
業
と

使
用
し
た
機
器
を
記
載

い
恐
れ
が
出
て
き
ま
す
。
運
転

支
援
機
能
が
搭
載
さ
れ
る
前
の

車
で
あ
れ
ば
、
熟
練
し
た
職
人

の
経
験
や
勘
を
活
か
し
た
修
理

も
可
能
で
し
た
が
、
運
転
支
援

機
能
が
搭
載
さ
れ
た
車
両
は
ミ

リ
単
位
で
の
作
業
が
必
要
な
た

め
、
数
値
で
管
理
が
で
き
る
機

材
の
使
用
が
必
要
不
可
欠
で

す
。
Ｂ
Ｓ
エ
ビ
デ
ン
ス
シ
ス
テ

ム
に
お
け
る
車
体
整
備
記
録
簿

に
は
、
実
施
し
た
作
業
内
容
の

ほ
か
、
使
用
し
た
修
理
機
器
も

記
録
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
客
様

に
安
心
感
を
与
え
る
だ
け
で
な

く
、
不
要
な
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
自

社
を
守
る
役
割
も
期
待
で
き
ま

す
。今

年
４
月
に
特
定
整
備
認
証

制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
い
か
に

エ
ー
ミ
ン
グ
を
行
う
か
に
話
題

が
集
中
し
て
い
る
節
が
ご
ざ
い

ま
す
が
、
そ
の
前
提
と
な
る
車

体
整
備
が
疎
か
で
は
意
味
が
あ

り
ま
せ
ん
。
Ｂ
Ｓ
サ
ミ
ッ
ト
は

車
体
整
備
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
組

織
と
し
て
あ
る
べ
き
姿
を
訴
求

し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
次
号
、
後
編
に
続
く
）

低
速
走
行
・
車
間
距
離
制
御
装

置
と
い
っ
た
高
度
な
運
転
支
援

機
能
を
搭
載
し
た
先
進
安
全
自

動
車
（
Ａ
Ｓ
Ｖ
）
の
事
故
車
を

修
理
し
た
場
合
、
正
し
い
鈑
金

整
備
（
ボ
デ
ィ
ア
ラ
イ
メ
ン
ト

や
ホ
イ
ー
ル
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
の

調
整
等
）
を
行
わ
な
い
と
運
転

支
援
機
能
が
正
常
に
動
作
し
な

次
に
「
車
体
整
備
記
録
簿
」

で
す
。
車
体
整
備
記
録
簿
は
、

正
し
い
鈑
金
整
備
を
行
っ
た
こ

と
を
記
録
と
し
て
保
存
す
る
も

の
で
す
。
「
整
備
の
時
に
は
分

解
（
特
定
）
整
備
記
録
簿
や
定

期
点
検
記
録
簿
を
発
行
す
る
。

一
方
、
鈑
金
整
備
の
時
は
、
重

要
保
安
部
品
に
関
わ
る
作
業
で

あ
れ
ば
分
解
整
備
記

録
簿
を
発
行
し
て
い

る
が
、
果
た
し
て
そ

れ
だ
け
で
良
い
の
だ

ろ
う
か
」
と
い
う
考

え
の
も
と
導
入
さ
れ

ま
し
た
。
記
録
簿
に

は
、
修
理
・
整
備
点

検
項
目
の
他
に
、
修

理
前
診
断
時
の
車
体

の
状
況
（
エ
ラ
ー
コ

ー
ド
の
有
無
、
ボ
デ

ィ
の
歪
み
、
ホ
イ
ー

ル
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
の

ズ
レ
）
と
修
理
後
診

断
に
お
け
る
車
体
の

状
況
（
エ
ラ
ー
コ
ー

ド
無
し
、
ボ
デ
ィ
ア

ラ
イ
メ
ン
ト
、
ホ
イ

ー
ル
ア
ラ
イ
メ
ン
ト

調
整
済
み
）
が
明
示

さ
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
衝
突
被

害
軽
減
ブ
レ
ー
キ
や

か
り
と
診
断
を
行
っ
て
い
る
こ

と
の
証
明
と
な
る
よ
う
重
要
な

役
割
を
果
た
す
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

ん
。
こ
れ
か
ら
は
経
験
や
勘
に

頼
っ
た
診
断
で
は
な
く
、
機
器

を
使
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
診
断
が

必
要
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
り
、
故
障
診
断
書
は
、
し
っ

庫
時
の
故
障
診
断
書
の
作
成

は
、
目
に
見
え
る
変
化
で
あ
り

安
心
感
を
持
っ
て
頂
け
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

な
か
に
は
、
警
告
灯
が
つ
い

て
い
な
け
れ
ば
診
断
は
必
要
な

い
と
勘
違
い
さ
れ
て
い
る
事
業

者
も
い
る
よ
う
で
す
が
、
警
告

灯
が
つ
い
て
い
な
く
て
も
不
具

合
が
生
じ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
多

々
見
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
例
え

ば
、
エ
ン
ジ
ン
や
Ａ
Ｂ
Ｓ
関
連

の
コ
ー
ド
が
接
触
不
良
を
起
こ

し
て
い
る
場
合
な
ど
で
は
警
告

灯
が
付
い
た
り
消
え
た
り
す
る

よ
う
な
事
例
も
多
く
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
場
合

で
も
ス
キ
ャ
ン
ツ
ー
ル
を
繋
ぎ

診
断
を
行
う
こ
と
で
履
歴
が
残

っ
て
い
る
た
め
に
不
具
合
の
発

見
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

次
世
代
自
動
車
は
、
こ
れ
ま

で
の
車
と
外
見
上
は
特
段
変
わ

ら
な
い
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、

中
味
は
大
き
く
異
な
っ
て
お
り

〝
走
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
〟
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

て
い
る
よ
う
で
す
が
、
Ｂ
Ｓ
サ

ミ
ッ
ト
で
は
、
事
故
や
故
障
で

入
庫
し
た
車
両
に
対
し
て
、
ま

ず
は
〝
修
理
前
診
断
〟
を
行
う

こ
と
を
推
奨
し
て
お
り
ま
す
。

入
庫
時
の
故
障
診
断
は
事
故
車

の
見
積
り
に
必
須
で
、
こ
こ
で

表
示
さ
れ
た
故
障
コ
ー
ド
を
消

去
す
る
適
切
な
作
業
を
行
う
こ

と
で
出
庫
時
に
は
故
障
コ
ー
ド

な
し
の
状
態
へ
戻
し
ま
す
。
ま

た
、
お
客
様
に
と
っ
て
も
入
出

ま
ず
は
「
故
障
診
断
書
」
で

す
。
故
障
診
断
書
は
ス
キ
ャ
ン

ツ
ー
ル
を
接
続
し
て
入
出
庫
時

の
故
障
コ
ー
ド
の
有
無
を
明
示

す
る
も
の
で
す
。
修
理
前
の
診

断
画
面
と
修
理
後
の
診
断
画
面

を
併
記
す
る
こ
と
で
、
視
覚
的

に
修
理
が
完
了
し
た
こ
と
を
認

識
い
た
だ
け
ま
す
。

近
年
、
修
理
作
業
完
了
後
の

出
庫
時
に
ス
キ
ャ
ン
ツ
ー
ル
で

完
了
検
査
を
す
る
工
場
は
増
え

逃
れ
た
」
と
い
う
逸
話
も
残

っ
て
お
り
、
雪
風
の
歴
代
艦

長
が
自
ら
状
況
判
断
し
艦
を

動
か
し
た
か
ら
こ
そ
難
局
を

乗
り
越
え
ら
れ
た
の
だ
と
お

も
い
ま
す
。

何
が
言
い
た
い
か
と
い
う

と
、
奇
跡
を
呼
び
込
む
た
め

に
は
、
日
頃
の
準
備
、
そ
し

て
ト
ッ
プ
に
立
つ
人
間
の
大

局
を
見
る
目
が
重
要
で
不
可

欠
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
車
体
整
備
業
も
現
在
、

ク
ル
マ
の
進
化
や
法
改
正
に

よ
り
大
変
な
難
局
を
迎
え
て

い
ま
す
。
こ
の
難
局
を
乗
り

切
る
た
め
に
は
、
組
合
員
工

場
各
社
の
経
営
者
自
ら
が
大

局
を
見
極
め
指
揮
を
と
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
砲
術
指
導
の
た
め

雪
風
に
赴
い
た
他
艦
の
乗
組

員
は
「
雪
風
の
艦
内
は
清
潔

で
あ
り
、
ど
こ
か
違
う
雰
囲

気
を
感
じ
た
」
と
回
想
し
て

い
ま
す
。
こ
の
事
実
も
ま

た
、
会
社
経
営
に
当
て
は
ま

る
こ
と
で
あ
り
、
日
頃
か
ら

整
理
整
頓
（
戦
う
準
備
）
を

怠
ら
ず
社
員
の
士
気
を
高
く

保
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
だ

と
感
じ
ま
す
。

組
合
員
工
場
の
経
営
者
の

皆
様
に
は
Ｂ
Ｓ
サ
ミ
ッ
ト
で

の
活
動
を
、
大
局
を
見
極
め

る
た
め
の
情
報
収
集
の
場
と

し
て
、
さ
ら
に
は
戦
う
準
備

を
整
え
る
技
術
研
鑽
の
場
と

し
て
、
上
手
に
活
用
し
て
頂

く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

旧
日
本
海
軍
の
駆
逐
艦

「
雪
風
」
を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
？

太
平
洋
戦
争
に
お

け
る
主
な
海
戦
の
ほ
と
ん
ど

に
参
加
し
な
が
ら
も
大
き
な

損
傷
を
受
け
る
こ
と
な
く
終

戦
を
迎
え
た
強
運
艦
で
、
当

時
の
主
力
駆
逐
艦
で
あ
っ
た

甲
型
駆
逐
艦
38
隻
の
中
で
唯

一
終
戦
ま
で
生
き
残
っ
た

〝
奇
跡
の
駆
逐
艦
〟
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

作
家
・
評
論
家
の
阿
川
弘

之
は
雪
風
の
歴
代
艦
長
の
調

査
や
取
材
を
通
じ
、
「
雪
風

は
訓
練
が
よ
く
行
き
届
い
た

艦
で
あ
り
、
幸
運
艦
と
言
っ

て
も
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
の
気
ま

ぐ
れ
に
よ
る
も
の
と
い
う
よ

り
は
、
自
ら
助
く
る
も
の
を

助
く
と
い
っ
た
筋
の
通
っ
た

も
の
の
様
だ
」
と
雪
風
を
評

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ラ
バ

ウ
ル
で
は
「
敵
の
空
襲
を
予

見
し
港
外
に
仮
泊
し
て
難
を

奇
跡
の
駆
逐
艦｢
雪
風｣

Ｂ
Ｓ
サ
ミ
ッ
ト
が
業
界
に
先
駆
け
て
開
発
に
取
り
組
み
、

２
０
２
０
年
７
月
よ
り
運
用
を
開
始
し
た
「
Ｂ
Ｓ
エ
ビ
デ
ン

ス
シ
ス
テ
ム
」
は
、
次
世
代
自
動
車
時
代
の
車
体
整
備
に
必

要
不
可
欠
な
責
任
の
明
確
化
（
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
）
と
修

理
を
し
た
車
の
証
拠
書
類
（
エ
ビ
デ
ン
ス
）
の
保
管
・
管
理

（
ア
ー
カ
イ
ブ
）
に
特
化
し
た
シ
ス
テ
ム
で
す
。
今
な
ぜ
こ

れ
ら
が
必
要
な
の
か
を
、
出
力
書
類
毎
に
解
説
致
し
ま
す
。

磯部 君男

｢
故
障
診
断
書｣

入
出
庫
時
に
ス
キ
ャ
ン
ツ
ー
ル
を

用
い
た
故
障
診
断
を
行
う

次
世
代
自
動
車
時
代
の
車
体
整
備
に
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
用
い
た
作
業
が
欠
か
せ
な
い

㊤
ス
キ
ャ
ン
ツ
ー
ル

㊦
３
次
元
計
測
器

故障診断書 車体整備記録簿

Ｂ
Ｓ
エ
ビ
デ
ン
ス
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
開
始
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儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

動
向
の
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

藤
野
副
理
事
長
は
、
Ｂ
Ｓ
サ

ミ
ッ
ト
の
報
告
で
、
オ
ー
ト
バ

ッ
ク
ス
と
の
包
括
業
務
提
携
に

つ
い
て
触
れ
「
福
岡
エ
リ
ア
で

も
Ｂ
Ｓ
サ
ミ
ッ
ト
と
オ
ー
ト
バ

ッ
ク
ス
さ
ん
の
提
携
が
動
き
始

め
ま
し
た
。
共
通
の
目
標
を
持

ち
、
何
が
協
力
で
き
、
補
完
で

き
る
の
か
案
を
出
し
あ
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
」
と
述
べ
ら

れ
、
オ
ー
ト
バ
ッ
ク
ス
セ
ブ
ン

の
倉
林
常
務
も
「
特
定
整
備
認

証
は
誰
の
た
め
か
と
い
う
と
お

客
様
の
た
め
に
や
っ
て
い
ま

す
。
地
域
に
根
ざ
し
た
提
携
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
」
と
包
括

業
務
提
携
の
意
義
が
強
調
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
他
、
フ
ァ
イ
ネ
ス
の
引

用
許
諾
に
関
す
る
取
り
組
み
や

中
古
車
市
場
の
動
向
、
自
動
車

検
査
証
の
電
子
化
に
関
す
る
資

料
の
共
有
な
ど
、
多
岐
に
渡
る

密
度
の
濃
い
情
報
交
流
が
図
ら

れ
ま
し
た
。

て
、
一
般
社
団
法
人
日
本
輸
入

車
整
備
推
進
協
会
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｐ

Ａ
）
の
加
盟
報
告
や
同
協
議
会

が
今
年
度
推
進
す
る
３
つ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
詳
細
説
明
、
来

年
３
月
開
催
予
定
の
第
１
８
回

国
際
オ
ー
ト
ア
フ
タ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
２
１
の
案

内
、
バ
ー
チ
ャ
ル
キ
ー
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
つ
い
て
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
各
会
員
か
ら
最
新
状
況
と

す
。
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
こ

の
Ｅ
Ｖ
化
、
自
動
運
転
化
と
い

う
の
は
早
ま
る
こ
と
は
あ
っ
て

も
止
ま
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
今
後
、
オ
ー
ト
ア
フ
タ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
ど
う
な
る
の
か

全
て
を
予
見
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
連
絡
協
議
会
の
中

で
ヒ
ン
ト
を
得
て
生
き
残
る
術

を
皆
さ
ん
で
探
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
活
発
な
意
見
、

情
報
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
」
と
挨
拶
し
、
業
界
活
性

化
に
向
け
た
同
協
議
会
の
活
発

な
情
報
交
流
に
期
待
を
寄
せ
ま

し
た
。

定
例
会
の
冒
頭
で
は
、
自
民

党
参
議
院
議
員
の
赤
池
誠
章
先

生
に
お
越
し
頂
き
、
オ
ー
ト
ア

フ
タ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
関
わ
る

【
補
正
予
算
】
・
【
税
制
改

正
】
・
【
デ
ジ
タ
ル
化
】
に
つ

い
て
国
政
報
告
を
し
て
頂
き
ま

し
た
。
特
に
手
続
き
の
簡
素
化

と
し
て
注
目
さ
れ
る
「
押
印
の

廃
止
」
に
つ
い
て
は
、
参
加
者

の
関
心
が
高
く
、
赤
池
先
生
に

対
し
て
い
く
つ
か
の
要
望
が
挙

が
り
ま
し
た
。
赤
池
先
生
も

「
貴
重
な
ご
意
見
を
頂
き
ま
し

た
。
宿
題
と
し
て
持
ち
帰
り
、

検
討
致
し
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
は
新
規
会
員
と
し

発
足
。
現
在
は
Ｂ
Ｓ
サ
ミ
ッ
ト

事
業
協
同
組
合
、
全
日
本
ロ
ー

タ
ス
同
友
会
、
株
式
会
社
オ
ー

ト
バ
ッ
ク
ス
セ
ブ
ン
を
始
め
、

自
動
車
ア
フ
タ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
各
業
界
団
体
な
ど
１
７
社
が

会
員
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
ま

す
。
な
お
、
５
月
に
行
わ
れ
た

同
協
議
会
の
総
会
で
Ｂ
Ｓ
サ
ミ

ッ
ト
の
藤
野
副
理
事
長
が
代
表

理
事
に
選
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

藤
野
副
理
事
長
は
「
最
近
の

自
動
車
関
連
の
ニ
ュ
ー
ス
で

は
、
自
動
運
転
化
の
話
題
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
自
動
運
転

に
な
る
と
い
う
こ
と
は
当
然
Ｅ

Ｖ
車
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま

す
が
、
Ｅ
Ｖ
車
に
な
る
と
部
品

の
供
給
、
部
品
点
数
が
減
る
と

い
う
こ
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

ロ
ン
ト
）
に
て
「
オ
ー
ト
ア
フ

タ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
連
絡
協
議

会
」
の
２
０
２
０
年
度
第
３
回

定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
協
議
会
は
、
自
動
車
ア
フ
タ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
関
わ
る
幅
広

い
事
業
者
の
情
報
交
流
の
場
を

創
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ビ
ジ
ネ

ス
の
拡
大
や
発
展
に
向
け
た
議

論
を
行
い
、
自
動
車
ユ
ー
ザ
ー

の
便
益
拡
大
に
寄
与
す
る
活
動

を
通
じ
て
社
会
に
貢
献
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
２
０
１
２
年
に

11
月
18
日
（
水
）
、
オ
ー
ト

バ
ッ
ク
ス
セ
ブ
ン
２
階
会
議
室

（
東
京
都
江
東
区
豊
洲
５
－
６

－
52
Ｎ
Ｂ
Ｆ
豊
洲
キ
ャ
ナ
ル
フ

１
回
、
定
期
的
な
実
施
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

な
お
、
２
０
２
１
年
４
月
１
日
か

ら
適
用
さ
れ
、
一
部
事
項
は
22
年
３

月
末
ま
で
が
準
備
行
為
及
び
経
過
措

置
期
間
と
な
り
ま
す
。

作
業
者
の
健

康
を
守
る
た
め

の
改
正
で
す
の

で
、
積
極
的
な
対
応
が
必
要
で
す

し
、
今
後
業
界
再
編
が
進
む
中
で
選

ば
れ
て
い
く
た
め
に
は
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
に
沿
っ
た
事
業
活
動
が
必
須

で
す
。

そ
れ
に
加
え
て
ア
ー
ク
溶
接
等
作
業

を
現
場
で
指
揮
す
る
た
め
に
「
特
定

化
学
物
質
及
び
四
ア
ル
キ
ル
鉛
等
作

業
主
任
者
技
能
講
習
」
修
了
者
を
選

任
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
こ

れ
ま
で
は
粉
じ
ん
障
害
防
止
の
た

め
、
所
見
が
な
い
場
合
は
３
年
に
１

度
の
「
じ
ん
肺
健
康
診
断
」
の
実
施

が
必
要
で
し
た
が
、
今
回
の
改
正
で

溶
接
ヒ
ュ
ー
ム
に
係
る
「
特
殊
健
康

診
断
」
に
つ
い
て
も
６
ヶ
月
以
内
に

そ
の
化
合
物
（
塩
基
性
酸
化
マ
ン
ガ

ン
を
除
く
）
」
の
「
（
塩
基
性
酸
化

マ
ン
ガ
ン
を
除
く
）
」
を
削
除
し
ま

し
た
。

こ
れ
ま
で
は
、
金
属
ア
ー
ク
溶
接

等
作
業
を
行
う
に
あ
た
り
「
ア
ー
ク

溶
接
特
別
教
育
」
を
受
講
す
る
必
要

が
あ
っ
た
が
、
今
回
の
改
正
に
よ
り

厚
生
労
働
省
は
、
労
働
者
に
神
経

障
害
等
の
健
康
障
害
を
及
ぼ
す
お
そ

れ
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
政
令

（
労
働
安
全
衛

生
法
施
行
令)



省
令
（
特
定
化
学
物
質
障
害
予
防
規

則
＝
特
化
則
）
な
ど
を
改
正
し
公
布

し
、
特
定
化
学
物
質
（
第
２
類
物

質
）
に
「
溶
接
ヒ
ュ
ー
ム
」
を
追
加

す
る
と
と
も
に
、
「
マ
ン
ガ
ン
及
び

｢

溶
接
ヒ
ュ
ー
ム｣

が
特
定
化
学
物
質
に

代表理事として挨拶する
藤野副理事長


自
民
党
参
議
院
議
員
赤
池
誠

章
先
生
に
よ
る
国
政
報
告
が
行

わ
れ
た


赤
池
先
生
の
国
政

報
告
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
の

出
席
者
か
ら
も
質
問
や
要
望
が

寄
せ
ら
れ
た

アフターマーケットのプロ達が、日頃

の作業や販売などを通じて感じる各車の

メリットが結果に反

映されるため、一般

ユーザーにとっても

有益な情報が詰まっ

たアワードとなって

います。この機会に

ぜひご投票くださ

い。

今年で５回目の開催となる「クルマ屋

さんが選ぶ いいクルマアワード2021」

の投票が、12月２日（水）から開始され

ます。

オートアフターマーケット連絡協議会

が主催する同アワードは、自動車製造

（メーカー）の視点ではなく、整備や修

理、鈑金塗装、用品部品販売、新車・中

古車の販売および買取、ロードサービ

ス、ガソリンスタンド、カーディテイリ

ング、保険などに携わる自動車アフター

マーケット事業者たちが、ＷＥＢ上での

アンケート投票で、本当に「いいクル

マ」を選び、表彰するものです。

アワードは「コスパ部門」「トラブル

レス部門」「リセールバリュー部門」の

３部門で構成され、インターネット上の

アンケート投票で最多票を獲得したクル

マが表彰されます。

＜実施概要＞

イ ベ ン ト 名：クルマ屋さんが選ぶ いいクルマアワード2021

投 票 期 間：2020年12月２日（水）10時～2021年１月31日（日）23時59分

投 票 Ｕ Ｒ Ｌ：https://gc-award.jp

（オートアフターマーケット連絡協議会ＨＰ内）

部 門：コスパ部門・トラブルレス部門・リセールバリュー部門

表彰式・発表：オートアフターマーケット連絡協議会ＨＰにて

｢いいクルマアワード2021｣
明後日から投票開始！

オートアフターマーケット連絡協議会

２
０
２
０
年
度
第
３
回
定
例
会

開
催

２０２０年(令和２年)１１月３０日 （4）第45号
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射物がない環境など、指定された広

さを確保できる場所が必要となりま

す。これらの環境を整えたうえで、

レーダーやカメラの調整や校正作業

を行います。

例えば、事故を起こした自動車の

場合、フレームや足回りに歪みなど

が起きて目に見えないダメージを与

える事があります。本誌連載記事の

「ストップ粗悪修理」にもあるよう

に、エーミングをせずに見た目だけ

を綺麗にするような修理をしても、

ドライバーを守るためのカメラやセ

ンサーが誤作動を招き、事故に繋が

る可能性もあるのです。

もしもボディ軸にほんの少しでも

ズレがあれば、センサーの反応ポイ

ントが30ｍ先では数十センチ、100

ｍ先では１ｍ以上のズレが生じて、

せっかくの先進安全装置が正常の判

断ができなくなるため、エーミング

作業には、ボディアライメントやホ

イールアライメントを狂いなく調整

することが大切です。

同様に、飛び石で割れたフロント

ガラスの交換や、バンパーなどの修

理もこれまでのように取り外して修

理・交換するだけでは済まなくなり

ます。特にガラス交換作業は、エー

ミングせずにガラスだけ交換した場

合、カメラへの写り方が変わって、

正常に動作しない可能性があり危険

です。

このように、ＡＳＶ車はカメラや

超音波センサーを搭載しているた

め、正しい位置に調整し直して設定

を行うエーミング作業はとても重要

な作業なのです。

エーミング作業の重要性エーミング作業の重要性エーミング作業の重要性

ＡＳＶ車に搭載されているセンサ

ーやカメラなどの安全装置が正常に

作動するように、センサーのズレを

修正する校正作業のことを「エーミ

ング作業」と呼び、このエーミング

作業を行うには、専門知識や専用工

具の他、エーミングを行うための最

適な空間が必要となります。

具体的には、「ターゲット」や

「スキャンツール」と呼ばれる外部

故障診断機などの工具を使って作業

を実施しますが、これらを使用する

前提として、水平な床面や周囲に反

脱着・調整などを行った場合は、カ

メラのエーミングが必要となる場合

があります。

■超音波センサー

フロントやリヤバンパーに、超音

波センサーが付いている車は、バン

パーの交換・脱着をした場合などに

センサーのエーミング作業が必要と

なる場合があります。また、足回り

の交換など、車の姿勢が変化するよ

うな作業を行った場合にも、エーミ

ング作業が必要となる場合がありま

す。

フロントエンブレム表面に凹凸が

無く、つるつるしている場合はミリ

波レーダーが付いている可能性が高

いです。

■フロントカメラ

フロントガラスにカメラが付いて

いる場合はカメラを交換・脱着した

場合、フロントガラスを交換・脱着

した場合などに、カメラのエーミン

グ作業が必要となります。

ちなみに、カメラ付きフロントガ

ラスのリペアができなかったり、で

きる範囲が限られている場合がある

ので注意が必要です。

■ブラインドスポットモニター

サイドミラーに警告灯がある車に

は、ブラインドスポットモニターが

付いています。この装備が付いてい

る車両の後部を鈑金修理した場合な

ど、ブラインドスポットモニターの

エーミング作業が必要となる場合が

あります。

■全方位モニター

サイドミラーにカメラがある車に

は、全方位モニタが付いている場合

があります。

全方位モニターは、前後左右のカ

メラを使って車を上から映したよう

に画面を合成し、駐車を支援するシ

ステムです。カメラやカメラが付い

ているミラー、グリルなどを交換・

エーミングが必要な範囲とは？エーミングが必要な範囲とは？エーミングが必要な範囲とは？

多くのセンサーやカメラが搭載さ

れるＡＳＶ車のエーミング作業を行

う場合、さまざまな場所にエーミン

グが必要とされることが分かりま

す。これらエーミング作業が必要と

される範囲は次の通りとなります。

■ミリ波レーダー

ミリ波レーダーが付いている車の

フロントバンパーやフロントグリル

を交換・脱着した場合など、ミリ波

レーダーのエーミング作業が必要と

なります。

以上、エーミングについてお分か

りいただけましたか？先進安全装置

を搭載したＡＳＶ車は、今後もさら

に増えていくことが予想されるた

め、ますますエーミングの需要が伸

びていくと考えられます。

自動車の進化によって今後のメン

テナンスに関わる業務も、さらに種

類が増えていくことが予想されます

が、完全自動運転に向けて、自動車

車体整備のカタチも根本的に変わっ

てくるのかもしれません。今後も本

コーナーでは自動車に関する「豆知

識」を紹介いたしますので、次号も

お楽しみに！

ＡＳＶとは？ＡＳＶとは？ＡＳＶとは？

そもそもＡＳＶとは、先進安全自

動車とも言われ「アドバンス・セー

フティ・ビークル」の略語で、衝突

被害軽減ブレーキやふらつき注意喚

起装置など、車の運転をサポートし

てくれるさまざまな先進安全装置が

搭載された車のことを指します。

先進安全装置は、その他にも「車

線逸脱警報装置」「ＡＣＣ（定速走

行・車間距離制御装置）」などの装

置もあり、いわゆる最近いわれる

「ぶつからない車」は、ＡＳＶ車の

ことを指します。現代の車は、これ

らの先進安全装置が搭載されている

ことが多く、ＡＳＶ車の修理では、

エーミングは欠かせない作業となっ

ています。

このコーナーでは、車に関する基礎知識を分かりやすく解説しま

す。プロの方も「いまさらこんなこと質問できない」って場面もよく

あるはず。このコーナーでこっそり知識を身につけましょう！

最近、自動車業界でよく耳にす

る「エーミング」。エーミングと

は、先進安全装置の登場とともに

出現した作業のことで、ハイテク

化した最近の自動車の車体整備に

は欠かせないものです。時代とと

もに進化していく自動車車体整備

は、必要なメンテナンス方法も大

きく変化しているようです。今回

は、自動車の「エーミング」につ

いての理解を深め、その知識を広

げましょう。

（5） 第45号 ２０２０年(令和２年)１１月３０日



２０２０年(令和２年)１１月３０日 （6）第45号
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「ストップ粗悪修理」は、次世代自動車研究委員会や広報委員会を中心に収集している他社工場での粗悪修理情報

を、ＢＳサミットニュースやカーケアプラスなどのメディアを通じて公開しております。

不具合車両の撲滅とユーザーへ安心と安全を提供すべく、本来あってはならない修理不具合・不正修理の現状・実

態を明らかにし、適切な修理を行うことの重要性を呼びかけております。今後とも主旨をご理解いただき「修理不具

合情報」のご提供をよろしくお願いいたします。

「ストップ粗悪修理」は、次世代自動車研究委員会や広報委員会を中心に収集している他社工場での粗悪修理情報

を、ＢＳサミットニュースやカーケアプラスなどのメディアを通じて公開しております。

不具合車両の撲滅とユーザーへ安心と安全を提供すべく、本来あってはならない修理不具合・不正修理の現状・実

態を明らかにし、適切な修理を行うことの重要性を呼びかけております。今後とも主旨をご理解いただき「修理不具

合情報」のご提供をよろしくお願いいたします。

フロントバンパー接触程度の軽い事故で入庫

した車両のフロントバンパーを取り外したとこ

ろ、写真の様に過去の事故で損傷し未修理の箇

所があった。損傷箇所は変形する程のダメージ

を受けており、錆も発生していた。

「外側から見えないところであれば解らない

だろう」という安易な修理業者の判断から起き

た未修理事例である。幸い今回は軽い事故であ

ったが、もし損傷が残った状態で再び大きな衝

撃力を受けた場合、骨格部位の衝撃吸収力が十

分でない為、乗員にまでダメージが及ぶ可能性

も否定できない。

車検で入庫した車のヘッドランプ焦点調整

ができないので調べたところ、過去の事故で

取付部が変形していることが原因と判明し

た。ヘッドランプが正しく取り付けられてな

いうえに、結束バンドで無理に固定されてい

て、ヘッドランプ自体も割れていた。お客さ

まに聞いたところ、中古車で購入したので、

このクルマで車検を受けるのは初めてとのこ

とだった。

こ
の
様
な
不
具
合
車
両
を

な
く
す
た
め
に
、
皆
様
か
ら
の

情
報
提
供
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

こ
の
様
な
不
具
合
車
両
を

な
く
す
た
め
に
、
皆
様
か
ら
の

情
報
提
供
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

月別リサイクルパーツ別実績 2020年9月～2020年10月(全国)

※
そ
の
他
＝
エ
ン
ジ
ン
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ラ
ジ
エ
タ
ー
・
コ
ン
デ

ン
サ
ー
・
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
・
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
等
の
リ
サ
イ
ク

ル
パ
ー
ツ
（
新
品
パ
ー
ツ
は
除
く
）

内 訳

フロントバンパー

リアバンパー

ヘッドライト

ボンネット

フェンダー

ドア

トランクリッド･リアーゲート

テールランプ

その他※

合計

2020年

９月

数 量

461

298

563

185

437

660

254

392

3,029

6,279

10月

数 量

460

270

597

196

453

760

212

424

3,152

6,524

合 計

数 量

921

568

1,160

381

890

1,420

466

816

6,181

12,803

し、テスターを用いて品質確認を行
い、商品化された再利用の部品です。
いまだリサイクル部品を、品質確認な
どを介さず、使用済自動車から取り外
してそのまま再利用される解体部品と
混同されるユーザーも少なくありませ
ん。しっかりと説明を行いリサイクル
パーツの普及にご協力ください。

リサイクル部品とは、部品の原型を
最大限に留めたまま再利用される部品
で、品質確認を介して商品化されたも
のを指し、リユース部品とリビルト部
品から成ります。リユース部品は、分
解等の手を加えず、目視等による点検
・洗浄を行い商品化された再利用の部
品。リビルト部品は、摩耗、劣化した
構成部品を新品と交換、再組み立て

事故車修理時のコスト低減は、損害保険会社やユーザーにとっても、
ますますニーズが高まっております。ＢＳサミットでは、環境負荷低減
とともに、こうしたコスト削減に寄与することを目的として、販売促進
委員会を中心とし、自動車補修部品のリサイクル促進を進めています。
今後とも積極的なリサイクルパーツの活用をよろしくお願いします。

（7） 第45号 ２０２０年(令和２年)１１月３０日
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俠
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俠
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の
Ｂ
Ｓ
サ
ミ
ッ
ト
メ
ン
バ
ー
が
助
け
て
く

れ
た
の
で
す
。
ま
た
、
水
害
被
害
で
お
困

り
の
地
元
の
お
客
様
か
ら
多
く
の
修
理
依

頼
が
あ
り
、
急
ピ
ッ
チ
で
浸
水
被
害
の
復

旧
対
応
を
進
め
な
が
ら
、
10
月
よ
り
鈑
金

塗
装
事
業
を
再
開
。
梶
原
社
長
は
「
Ｂ
Ｓ

サ
ミ
ッ
ト
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
が
、
本
当
に

親
身
に
な
っ
て
ご
支
援
く
だ
さ
っ
た
お
か

げ
で
、
幸
運
な
こ
と
に
復
旧
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
一
生
か
け
て
恩
返
し
を
さ

せ
て
頂
き
ま
す
！

同
時
に
地
元
・
武
雄

市
や
近
隣
に
お
住
ま
い
の
お
客
様
の
安
心

・
安
全
な
カ
ー
ラ
イ
フ
の
た
め
に
、
当
社

ス
タ
ッ
フ
が
一
丸
と
な
り
鈑
金
塗
装
技
術

を
磨
き
上
げ
て
、
ど
ん
な
お
車
で
も
修
理

で
き
る
体
制
を
維
持
し
続
け
ま
す
」
と
言

葉
を
つ
ま
ら
せ
な
が
ら
熱
い
思
い
を
語
ら

れ
ま
し
た
。
未
曾
有
の
佐
賀
豪
雨
被
害
を

乗
り
越
え
た
有
明
鈑
金
塗
装
の
底
力
は
並

大
抵
の
も
の
で
は
有
り
ま
せ
ん
。
現
在
、

特
定
整
備
認
証
取
得
準
備
中
で
あ
り
、
佐

賀
を
代
表
す
る
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
鈑
金
塗

装
工
場
と
し
て
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
成
し

遂
げ
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

昨
年
の
夏
、
自
社
は
じ
ま
っ
て
以
来
最

大
の
危
機
に
直
面
し
ま
す
。
２
０
１
９
年

８
月
27
日
未
明
か
ら
28
日
の
朝
方
に
か
け

て
１
時
間
に
１
０
０
ミ
リ
以
上
の
記
録
的

な
大
雨
が
観
測
さ
れ
た
佐
賀
豪
雨
で
、
社

屋
・
工
場
が
完
全
に
浸
水
し
て
し
ま
っ
た

の
で
す
。
当
時
お
客
様
か
ら
預
か
っ
て
い

た
車
両
55
台
の
う
ち
35
台
が
水
没
。
あ
え

て
自
社
で
弁
償
す
る
決
断
を
し
ま
し
た
。

フ
レ
ー
ム
修
正
機
や
塗
装
ブ
ー
ス
な
ど
の

設
備
も
水
没
に
よ
り
故
障
し
て
し
ま
っ
た

た
め
、
高
額
な
費
用
を
か
け
て
修
理
せ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

巨
額
の
負
債
と
将
来
へ
の
不
安
を
抱
え

た
こ
の
と
き
、
全
力
で
支
援
し
て
く
れ
た

の
は
Ｂ
Ｓ
サ
ミ
ッ
ト
メ
ン
バ
ー
で
し
た
。

福
岡
県
か
ら
Ｂ
Ｓ
サ
ミ
ッ
ト
副
理
事
長
の

藤
野
社
長
、
大
分
県
か
ら
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

担
当
理
事
の
株
式
会
社
カ
ー
ポ
ー
ト
タ
ナ

カ
田
中
社
長
、
鹿
児
島
県
か
ら
二
世
会
担

当
理
事
の
株
式
会
社
ワ
カ
マ
ツ
自
動
車
若

松
社
長
、
さ
ら
に
西
九
州
支
部
の
組
合
員

工
場
の
皆
さ
ん
も
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ

り
、
お
名
前
を
書
き
き
れ
な
い
ほ
ど
大
勢

日
町
）
に
移
転
し
法
人
組
織
へ
変
更
。
当

時
は
ま
だ
珍
し
か
っ
た
赤
外
線
塗
装
ブ
ー

ス
を
１
９
７
２
年
に
初
導
入
し
、
13
年
後

に
は
ア
メ
リ
カ
製
Ｕ
ベ
ー
ス
の
フ
レ
ー
ム

修
正
機
を
設
置
す
る
な
ど
、
設
備
投
資
を

惜
し
ま
ず
事
業
を
拡
大
。
１
９
９
８
年
４

月
に
九
州
運
輸
局
認
証
整
備
資
格
を
取
得

し
、
そ
れ
か
ら
６
年
後
の
２
０
０
４
年
、

自
社
で
鈑
金
塗
装
や
整
備
、
見
積
も
り
の

実
務
経
験
を
積
ん
だ
梶
原
代
表
は
、
34
歳

で
二
代
目
社
長
へ
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

梶
原
代
表
の
父
で
あ
り
、
創
業
者
の
現

会
長
・
梶
原
鶴
雄
氏
は
高
校
卒
業
後
、
広

島
県
内
の
鈑
金
塗
装
工
場
に
勤
め
た
こ
と

が
キ
ッ
カ
ケ
で
鈑
金
塗
装
に
の
め
り
込
み

ま
す
。
数
年
間
修
行
を
積
み
、
地
元
・
武

雄
に
帰
郷
後
は
佐
賀
市
内
の
鈑
金
塗
装
工

場
で
経
験
を
重
ね
ま
す
。
今
か
ら
52
年
前

と
な
る
１
９
６
８
年
11
月
、
武
雄
駅
周
辺

で
土
地
が
見
つ
か
り
、
梶
原
会
長
が
20
代

後
半
の
と
き
独
立
開
業
を
果
た
し
ま
す
。

２
年
後
に
現
在
の
本
拠
地
（
武
雄
市
朝

備
、
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
は
い
る
も

の
の
在
籍
16
名
の
う
ち
12
名
が
鈑
金
塗
装

工
と
い
う
鈑
金
塗
装
に
特
化
し
た
事
業
体

制
が
大
き
な
特
徴
で
す
。
車
体
整
備
士
資

格
を
有
す
る
梶
原
社
長
は
、
総
務
ス
タ
ッ

フ
の
サ
ポ
ー
ト
の
も
と
、
す
べ
て
の
鈑
金

塗
装
見
積
も
り
を
担
当
。
Ｗ
ｅ
ｂ
ア
プ
リ

「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
経
由
で
の
お
問
い
合
わ
せ

依
頼
が
多
く
、
年
間
１
５
０
０
台
、
月
間

１
２
０
～
１
５
０
台
も
の
鈑
金
塗
装
を
手

掛
け
て
い
ま
す
。

古
く
か
ら
陶
磁
器
産
業
で
栄
え
、
ム
ツ

ゴ
ロ
ウ
や
高
級
海
苔
で
知
ら
れ
る
干
潟
・

有
明
海
に
面
す
る
佐
賀
県
の
西
側
に
位
置

す
る
武
雄
市
。
開
湯
か
ら
１
３
０
０
年
以

上
の
歴
史
を
誇
り
、
重
要
文
化
財
に
も
指

定
さ
れ
て
い
る
絢
爛
豪
華
な
楼
門
が
映
え

る
武
雄
温
泉
か
ら
10
分
ほ
ど
車
を
走
ら
せ

た
場
所
に
「
有
明
鈑
金
塗
装
株
式
会
社
」

は
あ
り
ま
す
。

福
岡
や
長
崎
に
行
か
ず
と
も
、
地
元
・

武
雄
の
地
で
最
高
品
質
の
自
動
車
修
理
を

実
現
で
き
る
老
舗
プ
ロ
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て

今
後
も
勝
ち
残
る
べ
く
、
気
概
満
ち
溢
れ

る
梶
原
啓
介
代
表
取
締
役
（
50
）
を
筆
頭

に
、
鈑
金
塗
装
事
業
に
注
力
。
車
検
・
整

組
織
理
念
や
活
動
指
針
の
説
明
を
受
け
、

そ
の
考
え
に
強
く
共
感
。
梶
原
社
長
は
、

ス
ポ
ッ
ト
溶
接
機
や
４
輪
ア
ラ
イ
メ
ン
ト

テ
ス
タ
ー
、
ジ
グ
式
フ
レ
ー
ム
修
正
機
な

ど
を
導
入
し
、
Ｂ
Ｓ
サ
ミ
ッ
ト
に
入
会
。

経
営
方
針
や
設
備
、
新
人
育
成
な
ど
を
強

化
す
べ
く
Ｂ
Ｓ
サ
ミ
ッ
ト
全
国
大
会
、
九

州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
、
支
部
社
長
会
、
研
修

の
場
を
積
極
的
に
活
用
さ
れ
て
、
３
年
前

の
２
０
１
７
年
に
は
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
西
九

州
支
部
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

入
会
し
た
ほ
う
が
良
い
組
織
が
あ
る
」
と

強
く
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
Ｂ
Ｓ
サ
ミ
ッ
ト
副
理
事
長
の

朝
日
自
動
車
株
式
会
社

藤
野
社
長
か
ら

Ｂ
Ｓ
サ
ミ
ッ
ト
の
存
在
を
知
っ
た
の
は

16
年
前
。
梶
原
代
表
に
代
替
り
し
た
頃
、

佐
賀
県
唐
津
市
に
拠
点
を
構
え
る
有
限
会

社
明
徳
自
動
車
の
前
社
長
・
古
澤
氏
か
ら

「
鈑
金
塗
装
を
続
け
て
い
く
な
ら
、
ぜ
ひ

梶原啓介代表取締役

65歳のベテラン職人から28歳の若手まで、
笑顔と活気が満ち溢れる幅広い年齢層のス
タッフたちが在籍

佐賀豪雨により、社屋（事務所や鈑金塗装工場）が完全に浸水。お客様のお車をはじめ、
スポット溶接機やフレーム修正機、塗装ブースなど高額な設備がすべて水没してしまった

社
屋
看
板
や
外
壁
の
塗
替
の
ほ

か
、
事
務
所
や
お
客
様
受
付
な
ど

全
面
改
修
。
水
害
か
ら
約
７
ヶ
月

後
の
２
０
２
０
年
３
月
に
修
復
工

事
が
完
了

30年以上、鈑金塗装の経験を積み重ねてい
るベテラン職人たちが現役で大活躍！ 若
い世代のスタッフたちは彼らを「師」と仰
ぎ、全スタッフが技術研鑽に余念がない

最
新
型
の
輸
入
車
整
備
に
対
応
で
き
る
ス
キ

ャ
ン
ツ
ー
ル
も
導
入
。
自
動
ブ
レ
ー
キ
な
ど

が
搭
載
さ
れ
た
Ａ
Ｓ
Ｖ
（
先
進
安
全
自
動

車
）
の
整
備
・
修
理
が
可
能
で
、
特
定
整
備

認
証
取
得
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る

浸水被害直後の９月は休業したが、地元・武雄市内をはじめ近隣エ
リアのお客様から修理依頼が殺到。スポット溶接機２台やジグ式フ
レーム修正機など、水没で故障した設備を修理し、10月から営業を
再開。その後、最新型エアコンガス充填機を新導入している

塗装ブース（３機あり）は水没後に修理。最新型から旧車まで、
輸入車・国産車を問わず、塗装を行える環境が整っている

佐
賀
豪
雨
被
害
か
ら
見
事
復
旧
！

Ｂ
Ｓ
サ
ミ
ッ
ト
メ
ン
バ
ー
に｢

恩
返
し｣

し
た
い

｢

情
報
収
集｣

と｢

社
員
育
成｣

を
強
化

設
備
投
資
を
惜
し
ま
ず

創
業
52
年
目

｢

鈑
金
塗
装｣

一
筋
で
年
間
実
績
１
５
０
０
台

２０２０年(令和２年)１１月３０日 （8）第45号
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